
こんにちは。歯科衛生士の光永です。
当院では夏前ごろから『口腔機能検査』を実施しています。
口腔機能検査は「食べる」「話す」等の重要な口腔機能を
数値でチェックできる検査です。
何もしなければ口腔機能は加齢とともに低下してしまいます。
最近以下のように感じることはありませんか？
・食べ物が口に残るようになった          ・口の中が乾く
・硬いものが食べにくくなった              ・食べこぼしが増えた
・食事に時間がかかるようになった      ・滑舌が悪くなった
・食事の時にむせるようになった          ・口臭が気になる
・薬を飲み込みにくくなった　　　　 ・口の中が汚れている
これらの症状は口腔機能が低下することによって起こるもので、
当てはまる方は『口腔機能低下症』の可能性があります。
口腔機能低下症を放置していると、食べにくさから栄養の偏りや
エネルギー不足になり徐々に全身の筋力や体力が衰えてしまったり、
むせやすさや飲み込みづらさから誤嚥性肺炎を起こてしまうなど、
全身の健康に影響を及ぼします。
しかし、早期に口腔機能低下に気づき、口腔ケアやトレーニングを
行うことで、口腔機能は改善する可能性があります。
そのため『口腔機能検査』は重要な検査になります。
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休診日のお知らせ
17日(水)は院長出張のため休診です
4・11・18・25日(木)は休診です

当てはまる症状がある方は口腔機能検査を受けてみませんか？
口腔機能検査は50歳以上の方が対象になります。
保険適用なので負担割合によってことなりますが、
400〜1350円程度で受けることができます。
口腔機能の低下がみられた方は必要なトレーニング等を指導させて
いただきます。ご自宅でトレーニングを行なっていただきながら
定期的に検査をして機能の回復を目指しましょう。

『口腔機能検査』はじめました！

歯科医院で行う検査は主に3つです！
①咀嚼能力検査 ②舌圧検査

③舌口唇運動能力検査(オーラルディアドコキネシス)

以前maki-dental newsで
ご紹介したグルコセンサーを
使用します

数値が100mg/dL未満の場合、
咀嚼能力低下の可能性があります。

3つの検査で
15〜20分程度の

お時間を
いただきます


